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①水野利佳子

「森林のレクリエー ション利用と地域団体のあり方一岐阜県郡上市石徹白地区を事例に一」

②竹中悠人

「観光ガイドブックにみる場所イメー ジの分析一岐阜県関ケ原町を事例に一」

③玉井弘毅

「伊勢神宮内宮門前町における観光まちづくりのあり方」

④真野裕加

「ご当地グルメを支えるボランティア団体のあり方一豊川いなり寿司で豊川市をもりあげ隊を中心に一」

⑤森田洸明 大阪産業大学人間環境学部生活環境学科 川田美紀研究室

「地域づくりにおけるloveの必要性一岐阜県郡上市の和良おこし協議会を事例として一」

【主催】岐阜大学地域科学部林琢也研究室 【共催】和良おこし協議会

【問い合わせ先】和良おこし協議会 匹0575-77-2277 

【協力】和良振興事務所



岐阜大学地域科学部林琢也研究室

2017年度卒業論文発表会「楽習会（がくしゅうかい）in和良」

日時： 2018 年 2月 27 日（火）夜7 時 30 分より

場所：わらおこし 郡上市和良町下洞554

【卒業論文発表者及び発表内容要旨】

•水野利佳子（みずのりかこ）

「森林のレクリエー ション利用と地域団体のあり方一岐阜県郡上市石徹白地区を事例に一」

岐阜県郡上市石徹白地区を取り上げ， 森林資源が豊かな日本における新しい森林活用の方法として

自然共生型アウトドアパー ク（冒険の森inいとしろ）の可能性について現地での関係者への間き取り

調査および来場者へのアンクー ト調査をもとに分析・考察した。 また， 冒険の森および地区内の事業

者を調整する「ITOSHIRO OUTDOOR LIFE VILLAGE」を取り上げ， 山間部の地域振興に果たす地域

団体のあり方を論じた。

•竹中悠人（たけなか ゆラと）

「観光ガイドブックにみる場所イメ ー ジの分析一岐阜県関ケ原町を事例に一」

特定の観光地の場所イメー ジの形成において， 観光ガイドブックは重要な役割を果たしている。 歴

史上の大きな合戦（関ク原の戦い）の舞台となった関ケ原町はガイドブックでどのように描かれてき

たのか， 過去20年分の『るるぶ岐阜』を整理し， その特徴や記述内容の変化を分析・考察した。 さ

らに， その結果をふまえ観光地における場所イメ ー ジの単純化・ステレオタイプ化のはらむ問題点

について論じた。

・玉井弘毅（たまい ひろき）

「伊勢神宮内宮門前町における観光まちづくりのあり方」

古来より「お伊勢さん」と呼ばれ，多くの参拝者を集めてきた伊勢神宮の内宮門前町（おはらい町）

を事例に観光地の形成過程， 観光まちづくりの現状と課題， 関係者の意識等について， 現地での聞き

取り調査と店舗へのアンケー ト調査をもとに分析した。 地域外出身者の出店や伊勢おはらい町会議に

未加入の店舗もみられるなかで， 多くの店舗や住民の間で将来のビジョンを共有し， 合意形成を図っ

ていくためのあり方について考察した。

・真野裕加（まの ゆか）

「ご当地グルメを支えるボランティア団体のあり方一豊川いなり寿司で豊川市をもりあげ隊を中

心に一」

B-1グランプリで上位入賞を果たしたこともある「豊川いなり寿司」とその後に生み出された「豊

川いなりうどん」を取り上げ， 2つのご当地グルメを支えるボランティア団体の活動や組織のあり方

を関係者への聞き取りをもとに分析・考察した。 具体的には両組織におけるリ ーダーの存在や役割，

メンバー との関わりやモチベー ションの維持方法， 活動資金（自主財源）の確保などに焦点をあて，

両事例を比較・検討した。

•森田洸明（もりたこうめい） ＜大阪産業大学人間環境学部生活環境学科 JII田美紀研究室＞

「地域づくりにおけるloveの必要性一岐阜県郡上市の和良おこし協議会を事例として」

日本の中山間地域では人口減少や高齢化によって， 身近な自然の維持管理や生活における相互扶助

などの集落機能の低下が懸念されているところが少なくない。 本研究では， 人口減少や高齢化が進行

している地域において， 地域づくりを成功させるために必要な要素は何であるかを検討した。 研究事

例として， 岐阜県郡上市和良町で地域づくりに取り組んでいる「和良おこし協議会」を取り上げ， 活

動の参与観察とメンバーヘの聞き取り調査をおこなった。


